
 



 

 

小学校第１学年  主題名：しょうじきなこころで 

内容項目 Ａ－(２) 正直、誠実 

教材名 「とらくんのタブレット」 

ねらい  タブレットを壊してしまい、素直に謝れない主人公の姿を通して、うそやごまかしをしないで

明るい心で生活しようとする道徳的な心情を育てる。 

展開例 

 学習活動と発問 
〇発問 ◎中心発問 
◇補助発問 
[☆]：ＩＣＴ活用 

・予想される児童の意識 ・支援及び指導上の留意点 

 
導 
入 
10 

分 

１ 本時で扱う道徳的価値につ
いて問題意識をもつ。 

 〇今まで正直になれずに、うそ
やごまかしをしてしまった
ことはありますか。 

 【問題意識】 
・正直になれないことがある
な。 

 
 
・友達の作品を勝手にいじ
って壊してしまったと
きに、「ぼくは知らない」
とごまかしてしまった。 

 

 
 
・うそやごまかしを告白す
る時間ではないことや告
白したことで叱るわけで
はないことを伝える。 

 クラスの状況によって
は、発表させるだけにす
る。 

 
展 
開 
25 

分 

 

２ 教材文の範読を聞く。 
３ 教材を通して、道徳的価値に

ついての考えをもち、交流す
る。 

〇タブレットのことを言えず
に家に帰ったあと、とらくん
はどのようなことを考えて
いたでしょう。 

 
 
 ◎とらくんは、なぜタブレット

のことを先生に言おうと思
ったのでしょう。[☆] 

 
 
 
◇正直に謝れたとき、とらくん
はどのような思いだったで
しょう。 

 
 
 
 
・先生に怒られるかもしれ
ない。 

・だれにも見られなかった
から、このままだまって
いよう。 

 
・このまま謝らずに黙って
いると、ずっと嫌な思い
をすると思ったから。 

 
 
 
・心がすっきりして、正直
に謝ってよかったと思
った。 

 
 
 
 
・謝った方がよかったとい
う気持ちと、タブレット
を落としたところを誰も
見ていなかったからごま
かしたいという気持ちの
葛藤を考えさせる。 

・うそやごまかしそのもの
がよくないということ
と、自分に対して正直で
あることの気持ちよさに
ついても考えられるよう
に促していく。 

[ＩＣＴ活用：考えの共有] 

４ 道徳的価値に対する多様な
意見を知り、学習のめあてに
ついて、もう一度考える。 

 〇正直でいることが大切なの
は、なぜでしょう。 

 

 
 
 
・正直でいた方が嫌な思い
をせずに、気持ちよく過
ごせるから。 

 
 
 
・学習のめあてに戻り、意
見の交流を通して気付い
たことや考えたことを問
いかける。 

 
終 
末 
10 

分 

５ 本時で扱った道徳的価値に
対する思いや願い、考えを振
り返る。 

〇今まで正直に過ごせていま
したか。これからどのように
していきたいですか。 

 
 
 
・今までは正直になれなか
ったことがあったけれ
ど、これからは、正直に
なって気持ちよく過ご
したい。 

 
 
 
・授業を通して考えてきた
ことを自分のこれからに
結び付けて振り返らせ
る。 

評価の観点  うそをついたりごまかしたりせず、自分に対して正直でいるために、どのようなこと
を大切にしていこうかと考えている。 

 
 
 

めあて 正直でいることが大切なのは、なぜだろう。 

情報モラルメモ 
情報機器の扱い方…タブレット等の情報機器を安全に使うために、児童の実態に合わせたルール

づくりが必要である。 
【「はばたく群馬の指導プランⅡ」ＩＣＴ活用 Version：ＩＣＴ活用のためのルール参考資料 ＰＤＦ版（小学校）】 

 https://gunma-boe.gsn.ed.jp/wysiwyg/file/download/506/2681 

https://gunma-boe.gsn.ed.jp/wysiwyg/file/download/506/2681


 

 

小学校第２学年  主題名 正しいと思うことを  
内容項目 Ａ－(１) 善悪の判断 
教材名 「新聞づくり」 
ねらい  新聞係である主人公が友達の家の場所を新聞に載せるかどうかを悩む姿を通して、よい

と思ったことを進んで行うための道徳的な判断力を育てる。 
展開例 
 学習活動と発問 

〇発問 ◎中心発問 
◇補助発問 
[☆]：ＩＣＴ活用 

・予想される児童の意識 ・支援及び指導上の留意点 

 
導 
入 
10 
分 

１ 本時で扱う道徳的価値につい
て問題意識をもつ。 

 〇よいと思ったことをしようと
して迷ったことはあります
か。 

 【問題意識】 
・よいことだと分かっていて
も、なかなか行動できないな。 

 
 
・教室にごみが落ちてい
たけれど、自分が落とし
たごみではないので拾
わなかった。 

 

 
 
・学校生活の中で、よいと思
っていることでも、なか
なか行動できないという
問題意識をもたせるよう
にする。 

 
展 
開 
25 
分 

２ 教材文の範読を聞く。 
３ 教材を通して、道徳的価値に

ついての考えをもち、交流す
る。 

 
 ○まさ子さんの家のことを聞い

た時、しんじさんはどのよう
なことを考えたでしょう。 

 
 ◎しんじさんはどうして、まさ

子さんの家の場所を新聞に載
せるかどうか悩んだのでしょ
う。[☆] 

 
 
◇家の場所を載せた方がよい新
聞になると思いませんか。 

 

 
 
 
 
 
・まさ子さんやみんなに
喜んでもらえる新聞に
しよう。 

 
・家の場所を知られると、
まさ子さんが困ってし
まう。 

・みんなに喜んでもらえ
る新聞が作りたい。 

 
・まさ子さんが困ってし
まうからよい新聞には
ならない。 

 
 
 
 
 
・しんじさんが新聞づくり
に意欲的になっているこ
とを押さえる。 

 
・みんなに喜んでもらえる
ような新聞を作ること
と、まさ子さんが困って
しまうという葛藤につい
て考えさせる。 

[ＩＣＴ活用：考えの共有] 

４ 道徳的価値に対する多様な意
見を知り、学習のめあてにつ
いて、もう一度考える。 

 〇よいと思ったことを進んです
ることが大切なのはどうして
でしょう。 

 

 
 
 

・よいか悪いかをきちん
と考えて行動すると、す
っきりした気持ちにな
るから。 

 
 
 
・よいと思うことをすると、
清々しい気持ちになるこ
とを確認する。 

 
終 
末 
10 
分 

５ 本時で扱った道徳的価値に対
する思いや願い、考えを振り
返る。 

〇これまでの自分は、よいと思
うことを進んでできていまし
たか。これからどのように生
活していきたいですか。 

 
 
 
・これまでは、よいと思っ
たことでも、できないこ
とがあった。これから
は、誰かが困らないよう
に、よいと思ったことは
進んでやりたい。 

 
 
 
・授業で学んだことや感じ
たことを基にこれからの
よりよい過ごし方につい
て振り返らせる。 

評価の観点  よいことと悪いことの判断をし、よいと思うことを進んで行うことのよさについて、
自分自身との関わりで考えている。 

 
 
 
 

めあて よいと思ったことを進んですることが大切なのはどうしてだろう。 

 

情報モラルメモ 
個人情報…生存する個人に関する情報で、氏名、生年月日、住所、顔写真などにより特定の個人

を識別できる情報のこと。 
【「個人情報保護法」をわかりやすく解説 個人情報の取扱いルールとは？：政府広報オンライン】 

 

 

 

https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201703/1.html 

https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201703/1.html


 

 

小学校第３学年  主題名：よく考えて行動するには 
内容項目 Ｃ－(11) 規則の尊重 
教材名 「オンラインゲーム」 
ねらい  オンラインゲームのアイテムを親に伝えずに購入してしまい、後悔する主人公の姿を通

して、自分自身で考えて、きまりを守り生活していこうとする道徳的な実践意欲と態度を育
てる。 

展開例 
 学習活動と発問 

〇発問 ◎中心発問 
◇補助発問 
[☆]：ＩＣＴ活用 

・予想される児童の意識 ・支援及び指導上の留意点 

 
導 
入 
10 
分 

１ 本時で扱う道徳的価値につい
て問題意識をもつ。 

〇きまりを守らず、後悔したこ
とはありますか。 

 【問題意識】 
 ・きまりを守れていないことが

あるな。 

 
 
・宿題よりもゲームをして
しまって、宿題が終わら
なかった。 

 
 
・普段の生活の中で、きまり
を守らずに後悔した経験
を思い出させ、問題意識
をもたせる。 

 
展 
開 
25 

分 

 

２ 教材文の範読を聞く。 
３ 教材を通して、道徳的価値に

ついての考えをもち、交流す
る。 

○健太さんがゲームのアイテム
を手に入れたと聞いたとき、
正人さんはどのようなことを
考えたでしょう。 

 
◎請求書をじっと見つめたとき
の正人さんの気持ちを考えま
しょう。 

 
◇勝手にアイテムを買ったこと
を親に知られなければよいの
でしょうか。 

 
 
 
 
・アイテムを手に入れた
い。 

・みんなに自慢ができる。 
 
 
・どうして、親との約束を
守らなかったのだろう。 

 
 
・親と決めた約束はきちん
と守らなければいけな
いと思う。 

 
 
 
 
・どうしてもアイテムがほ
しい正人さんの気持ちを
共感的に捉えさせる。 

 
 
・正人さんが後悔している
姿を取り上げ、考えを交
流させる。 

[ＩＣＴ活用：考えの共有] 

４ 道徳的価値に対する多様な意
見を知り、学習のめあてにつ
いて、もう一度考える 

 〇きまりを守って生活すること
が大切なのはなぜでしょう。 

 
 
 
・きまりを守って行動しな
いと、自分も嫌な思いを
するし、周りの人にも迷
惑を掛けてしまうこと
があるから。 

 
 
 
・自分のやりたいことを優
先させてしまう気持ちと
どのように向き合うかを
考えさせる。 

 
終 
末 
10 
分 

５ 本時で扱った道徳的価値に対
する思いや願い、考えを振り
返る。 

〇これまでの自分は、きまりを
守ってよく考えて生活できて
いましたか。これからどのよ
うに生活していきたいです
か。 

 
 
 
・これまでは、自分のやり
たいことを優先してし
まっていたので、これか
らは、時間を決めたり、
きまりを守ったりして、
よく考えて行動してい
きたい。 

 
 
 
・授業で学んだことや感じ
たことを基にこれからの
よりよい生活の仕方につ
いて考えさせる。 

評価の観点 きまりを守って生活することの大切さについて、自分自身との関わりで考えている。  
 
 
 
 
 

めあて よく考えて行動することが大切なのはなぜだろう。 

 

情報モラルメモ 
インターネットの依存性…小学生のインターネットの利用内容において「ゲームをする」が

84.5％で最も高い。 
【令和３年度青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果（概要）：令和４年３月 内閣府】 

 
 

 

https://www8.cao.go.jp/youth/kankyou/internet_torikumi/tyousa/r03/net-jittai/pdf/kekka_gaiyo.pdf 

https://www8.cao.go.jp/youth/kankyou/internet_torikumi/tyousa/r03/net-jittai/pdf/kekka_gaiyo.pdf


 

 

小学校第４学年  主題名：相手のことを考えて 
内容項目 Ｂ－(10)相互理解、寛容 
教材名 「メールの返信」 
ねらい  メールの返信がないことに腹を立てる主人公の姿を通して、相手の立場を受け止め、相手

への理解を深め、よりよい関係を築こうとする道徳的な心情を育てる。 
展開例 
 学習活動と発問 

〇発問 ◎中心発問 
◇補助発問 
[☆]：ＩＣＴ活用 

・予想される児童の意識 ・支援及び指導上の留意点 

 
導 
入 
10 
分 

１ 本時で扱う道徳的価値につ
いて問題意識をもつ。 

〇友達とうまく理解し合えな
かったことは、ありますか。 

 【問題意識】 
 ・相手のことを理解しようとし

ていない時があるな。 
 

 
 
・委員会の活動で、意見が
合わずに話合いがなか
なか進まなかった。 

 
 
・友達とぎくしゃくしたと
きのことなどを具体的に
思い出させる。そんなと
き、どうすればよかった
かを考えていくことを伝
え、めあてにつなげる。 

 

 
展 
開 
25 
分 
 

２ 教材文の範読を聞く。 
３ 教材を通して、道徳的価値に

ついての考えをもち、交流す
る。 

○真弓からの返信がないこと
に「わたし」はどのようなこ
とを思っていたのでしょう。 

 
 ○姉のメールに気が付いた時

の「わたし」の気持ちを考え
ましょう。 

 
◎真弓に対する自分の態度に
ついて「わたし」は、どのよ
うなことを考えたでしょう。 

 
◇自分が困っている時に相手
のことを考えて行動できま
すか。 

 
 
 
 
・早く返信してよ。 
・宿題ができないじゃな
い。 

 
・お姉ちゃんのメールに気
が付かなかった。どうし
よう。 

 
・自分のことばかり考えて
いないで、相手の状況を
理解してあげていなか
ったな。 

・相手のことを考えて行動
しないと人間関係が悪
くなると思う。 

 
 
 
 
・「わたし」の一方的な都合
で真弓に対して腹を立て
ていることを押さえる。 

 
・児童の実態に応じ、「非対
面でのやり取り」につい
て説明する。（情報モラル
メモ） 

・グループで話し合い、お互
いの気持ちを理解し合
い、受け入れようとする
姿勢が人間関係を築く上
で大切であるという考え
を深める。 

[ＩＣＴ活用：考えの共有] 

４ 道徳的価値に対する多様な
意見を知り、学習のめあてに
ついて、もう一度考える。 

〇相手のことを考えて行動する
ことが大切なのはどうしてで
しょう。 

 

 

 
 
 
・相手のことを考えて行動
しないと、よい関係を壊
してしまうかもしれな
いから。 

 
 
 
・自分の思いを丁寧に伝え
て相互理解を図り、相手
の行動を受け入れる寛容
な心をもつことの大切さ
を確認する。 

 
終 
末 
10 
分 

５ 本時で扱った道徳的価値に
対する思いや願い、考えを振
り返る。 

〇これから、お互いが分かり合
うために、どのように過ごし
ていきますか。 

 
 
 
・自分も同じような失敗を
してしまうかもしれな
いので、相手の置かれた
状況を理解するように
していきたい。 

 
 
 
・自分の生活を見つめ、これ
からの生活に生かしてい
きたいことについてまと
めさせる。 

評価の観点  互いに理解し合い、よりよい関係を気付くためには、どのような気持ちが大切である
か考えている。 

 
 

 
 

めあて 相手のことを考えて行動することが大切なのはどうしてだろう。 

 

情報モラルメモ 
メールやＳＮＳ等でのトラブル・・・インターネットを介した非対面のコミュニケーションでは、

相手の状況が伝わりにくく、トラブルが生まれやすい。 
【インターネットトラブル事例集 （2022 年版）：総務省】 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000707803.pdf 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000707803.pdf


 

 

小学校第５学年  主題名：責任ある行動とは 
内容項目 Ａ－(１) 自由と責任 
教材名 「動画の投稿」 
ねらい  自分勝手な考えで友達との動画を投稿してしまった主人公の姿を通して、自律的で責任

のある行動をとろうとする道徳的な判断力を育てる。 
展開例 
 学習活動と発問 

〇発問 ◎中心発問 
◇補助発問 
[☆]：ＩＣＴ活用 

・予想される児童の意識 ・支援及び指導上の留意点 

 
導 
入 
10 
分 

１ 本時で扱う道徳的価値につ
いて問題意識をもつ。 

 〇自分の言動に責任をもてて
いますか。 

【問題意識】 
 ・自分の言動にあまり責任をも

てていないな。 

 
 
・自分の言葉で相手を傷つ
けてしまった。 

 

 
 
・児童にこれまでの生活を
振り返らせ、自分の言動
に責任をもっているかと
いうことを意識させる。 

 
展 
開 
25
分 
 

２ 教材文の範読を聞く。 
３ 教材を通して、道徳的価値に

ついての考えをもち、交流す
る。 

〇良子さんはどのような思い
で動画を投稿しようと思っ
たのでしょう。 

 
◎動画を投稿する前に良子さ
んはどのようなことを考え
なければならなかったので
しょう。[☆] 

 
◇明美さんがよいと言ったら、
動画を投稿してもよかった
のでしょうか。 

 
 
 
 
・動画を見た人から高評価
が欲しかったから。 

 
・自分の思いだけで行動し
てはいけなかった。 

・動画を投稿すると、どの
ような影響があるかを
考えるべきだった。 

 
・明美さんがよいと言って
も、投稿することで、ト
ラブルが起きないかな
ど、よく考えなければな
らなかった。 

 
 
 
 
・良子さんが自分勝手な思
いで動画を投稿してしま
ったことを押さえる。 

・良子さんが動画を投稿す
る前に考えるべきことに
ついて交流させる。 

[ＩＣＴ活用：考えの共有] 
 
 
・自分勝手な行動が、思わぬ
トラブルにつながること
があるということを押さ
える。 

４ 道徳的価値に対する多様な
意見を知り、学習のめあてに
ついて、もう一度考える。 

 〇責任ある行動とはどのよう
なことでしょう。 

 

 
 
 
・軽率な行動が周りに迷惑
を掛けるかもしれない
ということを考えるこ
とだと思う。 

 

 
 
 
・責任ある行動について、周
りの人への影響や先のこ
とを考えて行動すること
の大切さについて考えさ
せる。 

 
終 
末 
10 
分 

５ 本時で扱った道徳的価値に
対する思いや願い、考えを振
り返る。 

〇これから、責任ある行動をと
るために、どのように過ごし
ていきますか。 

 
 
 
・今までは、自分勝手な考
えや、やりたいことを優
先してしまっていたけ
れど、周りの人のことや
先のことも考えて行動
していきたい。 

 
 
 
・自分の生活を見つめ、これ
からの生活に生かしてい
きたいことについてまと
めさせる。 

評価の観点  節度のある生活の大切さや、よく考えずに行動することが自分や周囲に与える影響
について考えている。 

 
 
 
 
 

情報モラルメモ 
動画の投稿…インターネットの利用内容の「撮影や制作、記録をする」という項目において、小

学校高学年（12歳児）が 25.5％である。約４分の１の児童がインターネットを介し
て、撮影や制作、記録をするという作業を行っている。 

【令和３年度青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果（概要）：令和４年３月 内閣府】 

 

 

めあて 責任ある行動とはどのようなことだろう。 

 

https://www8.cao.go.jp/youth/kankyou/internet_torikumi/tyousa/r03/net-jittai/pdf/kekka_gaiyo.pdf 

https://www8.cao.go.jp/youth/kankyou/internet_torikumi/tyousa/r03/net-jittai/pdf/kekka_gaiyo.pdf


 

 

小学校第６学年  主題名：権利を尊重するとは 
内容項目 Ｃ－(12) 規則の尊重 
教材名 「町のキャラクター」 
ねらい  インターネット上のイラストを使い、無断で町のキャラクターに応募してしまった主人

公の姿を通して、他人の権利を尊重しようとする道徳的な心情を育てる。 
展開例 
 学習活動と発問 

〇発問 ◎中心発問 
◇補助発問 
[☆]：ＩＣＴ活用 

・予想される児童の意識 ・支援及び指導上の留意点 

導 
入 
10 
分 

１ 本時で扱う道徳的価値につ
いて問題意識をもつ。 

 〇他人が作ったものや書いた
ものは、どこまで使ってよい
と思いますか。 

 【問題意識】 
 ・他人の権利についてあまり深

く考えていなかったな。 
 

 
 
・少し変えれば使っても大
丈夫ではないか。 

・著作権があるから、他人
が作ったものは勝手に
使ってはいけない。 

 

 
 
・分かってはいるがこのく
らいは大丈夫だと、きま
りを破ってしまったり、
他の人たちだってやって
いるから少しくらい破っ
ても大丈夫だろうと考え
たりした経験を思い起こ
させる。 

展 
開 
30 

分 

 

２ 教材文の範読を聞く。 
３ 教材を通して、道徳的価値に

ついての考えをもち、交流す
る。 

○「ぼく」はどのような思いで
インターネットのイラスト
を使ったのだろう。 

 
 
 ◎自分が描いたイラストをじ

っと見つめたとき、「ぼく」は
どのようなことを考えただ
ろう。 

 
 
 ◇インターネットのイラスト

を使ったことが、誰にも知ら
れなければよいのではない
でしょうか。 

 
 
 
 
・イラストを描くのが苦手
だから使っちゃおう。 

・楽ができそうだな。 
 
 
・人が苦労して作ったもの
を大切にしなければい
けないな。 

・自分のキャラクターが選
ばれてしまったらどう
しよう。 

・その後ずっとイラストの
ことを気にしながら過
ごさなくてはならなし、
後で知られたら、家族な
どに迷惑を掛けてしま
うかもしれない。 

 
 
 
 
・ここでは、自分の都合や気
持ちが最優先になり、安
易に誤った決断をしてし
まいやすい面があること
を気付かせたい。 

・それぞれの考えが出しや
すいように最初は小グル
ープで話し合いをさせ、
その後、全体で意見交換
をして、多様な考えに触
れさせる。 

[ＩＣＴ活用：考えの共有] 

４ 道徳的価値に対する多様な
意見を知り、学習のめあてに
ついて、もう一度考える。 

 〇権利を守ることはなぜ大切
なのでしょう。 

 
 
 
・権利を守るとは、自分や
他人の努力を大切にす
ることだと思う。 

 
 
 
・著作物は、他人の財産であ
ることを押さえ、権利を
守ることの大切さを確認
する。 

終 
末 
5 
分 

５ 本時で扱った道徳的価値に
対する思いや願い、考えを振
り返る。 

〇これから、権利を守るために
どのように過ごしていきま
すか。 

 
 
 
・これからは、他人の権利
を大切にすることが自
分の権利を守ることに
もなるということを意
識して生活していきた
い。 

 
 
 
・法やきまりを守ることに
ついて振り返らせ、自分
自身との関わりで道徳的
価値を捉えさせる。 

評価の観点  法やきまりは、個人や集団が安心して生活するために必要であることを考えている。 

めあて 権利を守ることは、なぜ大切なのだろう。 

情報モラルメモ 
著作権…著作者の権利は、大きく「著作者人格権」と「著作権（財産権）」の２つで構成されてい

る。（令和 4年度著作権テキスト〔文化庁〕より一部抜粋） 

【著作権制度に関する情報：文化庁】 

 https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/index.html 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/index.html

